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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 26日 (2006.6.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ９ と １ ０ と に 示 す よ う に 、 高 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 、 低 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト
ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 と の 差 を 大 き く す る こ と が で き な い 。 こ れ は 、 Ｎ 型 中 濃 度 不 純 物 層
２ ７ が 存 在 す る た め 、 Ｂ イ オ ン を 注 入 し て も 、 Ｎ 型 中 濃 度 不 純 物 層 ７ の 、 高 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ ゲ ー ト 電 極 ２ ５ 直 下 、 左 右 両 端 部 分 Ｎ 型 不 純 物 濃 度 を 実 効 的 に 十 分 に 下 げ る
こ と が で き な い た め で あ る 。 こ の よ う に 、 高 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 低 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ
ン ジ ス タ と の 間 の 閾 値 電 圧 の 差 が 小 さ い と 、 本 来 、 低 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の み が 動 作
す べ き 電 圧 を 印 加 し た 場 合 に 、 高 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ が 誤 作 動 し て し ま う お そ れ が あ
る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 で は 、 高 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す べ き 領 域 に 、 い わ ゆ る 中 濃 度 不 純 物 層
に 相 当 す る 第 １ の 導 電 型 不 純 物 層 が 形 成 さ れ な い 。 そ の た め 、 高 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
が 形 成 さ れ た 場 合 に お い て 、 当 該 中 濃 度 不 純 物 層 が 高 閾 値 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に 存 在 す る
こ と に よ り 生 ず る 問 題 が 解 決 可 能 と な る 。 な お 、 半 導 体 製 造 方 法 で の 第 １ の 導 電 型 不 純 物
層 お よ び 第 ２ の 導 電 型 不 純 物 層 と 、 半 導 体 装 置 の 第 １ の 導 電 型 不 純 物 層 お よ び 第 ２ の 導 電
型 不 純 物 層 と は 、 文 言 上 は 同 一 の 文 言 が 用 い ら れ て い る が 、 こ れ ら 必 ず し も 一 致 す る も
の で は な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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２
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ア イ ソ レ ー タ ２ の 形 成 が 完 了 す る と 、 シ リ コ ン 基 板 １ の Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る
領 域 以 外 の 領 域 に イ オ ン 注 入 用 マ ス ク （ 図 示 せ ず ） を 施 し 、 当 該 イ オ ン 注 入 用 マ ス ク を 保
護 マ ス ク と し て Ｂ イ オ ン の 注 入 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 Ｐ 型 ウ ェ ル 領 域 と Ｐ 型 チ ャ ネ ル 領
域 と が 形 成 さ れ る 。
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